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「その時」は
必ず来る



　いつ起こるか分からない大地震。しかし、近い将来、有田川町を襲うことは間違
いありません。
　地震発生時、あなたは家族と一緒に過ごしているかもしれませんし、会社にいる
かもしれません。電車に乗っているかもしれませんし、車で高速道路を運転してい
るかもしれない。あるいは、疲れてぐっすり眠っているかもしれません。
　「その時」に真っ先に自分を守れるのは、自分です。

防災についての問い合わせ／吉備庁舎 総務課

平成 28 年熊本地震で被害にあった家屋

特集
「その時」は
必ず来る
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九
州
の
人
た
ち
の
常
識
に
な
っ

て
い
た
の
は
「
災
害
と
言
え
ば
台

風
と
大
雨
。
地
震
も
め
っ
た
に
来

な
い
し
、
来
て
も
た
か
が
知
れ
て

い
る
。
ま
し
て
や
大
地
震
な
ん

て
」。
そ
ん
な
九
州
、
熊
本
・
大

分
地
方
を
、
今
年
４
月
に
襲
っ
た

２
度
の
震
度
７
。
死
者
64
人
、
負

傷
者
２
，０
５
４
人
、
推
定
避
難

者
数
は
最
大
18
万
３
，８
８
２
人

に
上
り
ま
し
た
。（
消
防
庁
公
表

８
月
１
日
10
時
現
在
）。

「
絶
対
大
丈
夫
」
は
な
い

　

防
災
対
策
に
お
い
て
は
「
こ
れ

だ
け
行
っ
て
い
れ
ば
十
分
。
絶
対

大
丈
夫
」
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
一
人
一
人

が
自
分
の
周
り
に
ど
れ
だ
け
の
危

険
が
及
ぶ
か
を
考
え
、
そ
の
被
害

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め

の
対
策
を
と
る
こ
と
。
自
分
の
命

を
自
分
で
守
れ
る
だ
け
の
知
識
と

備
え
が
必
要
で
す
。

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
関
東

大
震
災
が
起
こ
っ
た
日
で
す
。
一

人
で
も
多
く
の
人
が
助
か
る
た
め

に
、身
の
周
り
の
防
災
に
つ
い
て
、

真
剣
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
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近
年
想
定
さ
れ
て
い
る
最

大
規
模
の
地
震
が
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
す
。

　

有
田
川
町
に
お
け
る
被
害
想

定
規
模
は
Ｍ
９
．
１
、
震
度
は

６
弱
～
６
強
。
こ
の
規
模
の
大

地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
の
た
め

の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

実
際
に
起
こ
っ
た
と
き
、
対
処

で
き
ま
す
か
？

震度
建物被害 人的被害 避難者数

全壊 半壊 死亡 重傷者 軽傷者 1 日後 1 週間後

６弱　
　～６強 890 棟 3,200 棟 38 人 55 人 490 人 1,200 人 4,000 人

南海トラフ巨大地震発生時の有田川町の被害想定

上記表の被害想定のほか、地震発生直後の停電率は 100％、固定電話の不通率も 100％、
携帯電話は非常につながりにくく、どれも復旧には数日を要する想定です。さらに、有田
川町の人口が約 27,000 人に対して、水道被害（断水）を受けるのが約 26,000 人。ほぼ
全ての地域で水道が使えなくなります。なお、和歌山県下全域では、最大震度７を記録す
ると想定されています。

最悪の状況を想定する
　

自
分
の
命
を
守
れ
な
け
れ
ば
、

家
族
や
他
の
誰
か
の
命
は
守
れ
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
、
揺
れ
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
危
険
を
回
避
す

る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
先
の
生

活
を
生
き
抜
く
こ
と
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

揺
れ
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
危
険
と
は

①
家
屋
の
倒
壊

　

ま
ず
恐
れ
る
べ
き
は
、
家
屋
の

倒
壊
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の

死
者
の
約
８
割
が
建
物
倒
壊
に
よ

る
圧
死
で
し
た
。

　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
設
さ

れ
た
住
宅
は
、
強
い
揺
れ
で
倒
壊

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

和
歌
山
県
で
は
、
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
な
ど
に
対
し
て
補
助
を

出
し
て
い
ま
す
。
特
に
木
造
住
宅

は
、
専
門
家
の
耐
震
診
断
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

ま
ず
は
自
分
の
家
が
安
全
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
具
の
転
倒

　

固
定
さ
れ
て
い
な
い
家
具
は
、

人
を
襲
う
凶
器
に
な
り
ま
す
。
地

震
に
よ
る
負
傷
者
の
３
割
～
５
割

は
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動

が
原
因
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
、
な
る

べ
く
生
活
空
間
、
特
に
居
間
や
寝

室
に
家
具
類
を
多
く
置
か
な
い
こ

と
や
、
ド
ア
や
避
難
経
路
を
ふ
さ

が
な
い
よ
う
な
家
具
の
配
置
と
固

定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
土
砂
災
害
や
た
め
池
の
決
壊

　

揺
れ
に
よ
っ
て
地
盤
が
崩
壊
、

そ
の
結
果
、
土
砂
災
害
や
た
め
池

の
決
壊
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
危
険
個
所
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
避
難
ル
ー
ト
を
決
め
る
際
な

ど
に
は
確
認
を
。

被
災
後
の
生
活
環
境
の
確
保

　

も
し
、
自
分
の
家
が
倒
壊
し
て

し
ま
っ
た
ら
…
。
避
難
所
生
活
を

想
像
で
き
ま
す
か
？
避
難
所
は
原

則
、
あ
ら
か
じ
め
地
区
ご
と
に
指

定
さ
れ
た
避
難
所
で
の
生
活
で

す
。
他
人
と
同
じ
空
間
で
四
六
時

中
と
も
に
生
活
す
る
こ
と
は
、
想

像
以
上
の
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま

す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
大
地
震
の
発
生

か
ら
避
難
、
日
常
生
活
の
再
建
ま

で
の
大
ま
か
な
流
れ
を
確
認
し
、

実
際
に
自
分
に
置
き
換
え
て
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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ま
ず
は
最
優
先
で

自
分
の
命
を
守
る

　

地
震
発
生
直
後
は
、
適
切
な

判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

立
っ
て
い
る
こ
と
が
困
難

に
な
り
、
固
定
し
て
い
な
い

家
具
が
移
動
、
倒
れ
る
こ
と

も
。
周
り
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
す
ぐ
に
物
が
「
落
ち
て

こ
な
い
・
倒
れ
て
こ
な
い
・

移
動
し
な
い
」
場
所
に
移
動

し
ま
す
。
ま
た
、
窓
か
ら
は

絶
対
に
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
が
頭

を
直
撃
す
る
と
、
命
を
落
と

す
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

机
の
下
に
移
動
す
る
場
合

で
、
机
が
固
定
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
机
の
脚
を
し
っ

か
り
と
押
さ
え
て
固
定
し
ま

す
。
机
な
ど
が
な
い
場
所
で

は
、
座
布
団
や
カ
バ
ン
な
ど

で
頭
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

落
ち
着
い
て
行
動
す
る

　

家
具
が
転
倒
し
た
り
、
ガ

ラ
ス
が
飛
散
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ
な

ど
を
履
い
て
落
ち
着
い
て
行

動
し
ま
す
。

出
口
の
確
保

火
元
の
確
認

　

部
屋
の
窓
や
戸
、
玄
関
の

ド
ア
を
開
け
て
、
避
難
経
路

を
確
保
し
ま
す
。

　

台
所
で
調
理
中
の
場
合
な

ど
、
火
の
始
末
は
揺
れ
が
収

ま
っ
た
後
に
あ
わ
て
ず
に
行

い
ま
す
。

閉
じ
込
め
ら
れ
た
ら

　

と
に
か
く
慌
て
な
い
こ
と
。

大
声
を
出
し
続
け
る
と
体
力

を
消
耗
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

近
く
に
あ
る
も
の
を
た
た
い

て
音
を
出
し
た
り
、
笛
を
鳴
ら

し
た
り
し
て
、
自
分
が
屋
内
に

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
ま
す
。

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

避
難
の
判
断
に
よ
っ
て
、

生
死
が
分
か
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
む
や
み
に
動
く
こ

と
は
危
険
で
す
。

　

ま
ず
、現
在
地
の
状
況
（
火

災
や
避
難
指
示
な
ど
）
を
確

認
。
火
災
の
危
険
が
あ
っ
た

り
、
避
難
指
示
が
あ
っ
た
り

す
る
場
合
は
避
難
場
所
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
危
険
が

な
く
、
家
に
も
大
き
な
被
害

が
な
く
、
自
宅
で
居
住
の
継

続
が
で
き
る
状
況
で
あ
れ
ば
、

在
宅
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
宅
以
外
で
安
全
な
場
所

に
い
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
帰

宅
せ
ず
に
そ
の
場
に
と
ど

ま
っ
て
様
子
を
見
ま
す
。

避
難
す
る
と
き
の
注
意

●
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
。

　

倒
れ
た
家
財
の
中
に
ス
イ
ッ

チ
が
入
っ
た
状
態
の
電
気
製
品

が
あ
る
と
「
通
電
火
災
」
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
定
以
上
の
揺
れ
が
発
生
し

た
と
き
に
、
自
動
的
に
通
電

を
遮
断
す
る
「
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
」
を
利
用
す
る
と
忘
れ

る
心
配
が
な
く
、
便
利
で
す
。

●
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る
。

ガ
ス
漏
れ
が
あ
っ
た
と
き
に
爆

発
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
屋
根
瓦
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
落
下
物
か
ら
身
を
守
る
。

●
切
れ
た
電
線
に
は
触
ら
な

い
。感
電
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

避
難
所
生
活

　

避
難
所
と
は
、
自
宅
へ
戻
る

こ
と
が
で
き
な
い
被
災
者
が
避

難
生
活
を
送
る
た
め
の
場
所
。

仮
設
住
宅
や
、
新
居
へ
の
入
居

が
決
ま
る
ま
で
生
活
の
拠
点

と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
避
難
所
で
は
飲
食

物
や
生
活
必
需
品
も
限
ら
れ

た
最
低
限
の
も
の
し
か
手
に
入

ら
ず
、
望
む
も
の
全
て
が
手
に

入
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
体

調
を
崩
す
人
も
い
ま
す
。

応
急
仮
設
住
宅
に
入
る

親
戚
・
知
人
宅
に
移
る

住
居
を
失
っ
た
場
合
は
、
応

急
仮
設
住
宅
に
入
居
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
入
居
に
は
所

得
な
ど
の
条
件
が
あ
り
、
入

居
で
き
る
期
間
は
原
則
２
年

間
で
す
。
親
戚
や
知
人
の
家

に
同
居
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と

も
一
案
で
す
。

　

仕
事
を
失
っ
た
方
は
、
仕

事
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

避
難
所
生
活
か
ら
抜
け
出

し
、
で
き
る
だ
け
早
く
自
立

へ
の
道
を
歩
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
発
生
の
瞬
間
か
ら
再
建

ま
で
の
流
れ
は
想
像
で
き
ま
し

た
か
？

　

全
て
の
防
災
は
事
前
対
策
に

あ
り
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
る
こ
と
、
日
頃
か
ら
小
さ
な
地

震
で
も
身
を
守
る
行
動
を
と
る

こ
と
な
ど
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

が
、
自
分
と
家
族
の
身
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大地震発生直後

数秒～数分後 揺れが収まったら

在宅避難・避難所生活

日常生活に向けて

1

2

3

4
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遠
く
の
地
で
起
こ
っ
て
い
る
大

地
震
を
、
自
分
の
身
に
は
関
係
な

い
こ
と
だ
と
楽
観
視
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
起
こ
る
こ
と
は
分
か
っ
て

い
て
も
、
具
体
的
で
現
実
的
な
備

え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

大
地
震
は
必
ず
有
田
川
町
を
襲

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
明
日
か

も
し
れ
な
い
。
人
任
せ
の
心
づ
も

り
で
は
、
自
分
や
家
族
の
命
を
救

え
ま
せ
ん
。

　
「
地
震
が
き
た
ら
死
ん
で
も
か

ま
わ
ん
」
と
考
え
て
い
る
方
は
い

る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
倒
壊
し
た

家
に
下
敷
き
に
な
っ
た
と
し
た

ら
、
そ
ん
な
あ
な
た
を
地
域
の
人

た
ち
は
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
必

死
で
助
け
よ
う
と
し
ま
す
。

　
「
家
く
ら
い
、
倒
壊
し
て
も
か

ま
わ
ん
」
と
考
え
て
い
る
方
も
い

る
で
し
ょ
う
。
大
地
震
が
発
生
す

る
と
き
、
た
ま
た
ま
学
校
帰
り
の

自
分
の
「

命
」
を
守
る
こ
と

自
分
の
「

家
」
を
守
る
こ
と

子
ど
も
た
ち
が
あ
な
た
の
家
の
横

を
歩
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
状
況
で
、
あ
な
た
の
家

が
倒
壊
し
た
ら
…
。
家
屋
の
倒
壊

は
、
あ
な
た
だ
け
で
は
な
く
、
周

囲
の
人
を
巻
き
込
む
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

　

命
を
失
う
こ
と
は
人
を
悲
し
ま

せ
、人
の
つ
な
が
り
を
変
え
ま
す
。

家
を
失
う
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
の

労
力
・
時
間
・
お
金
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

い
つ
か
必
ず
有
田
川
町
を
襲
う

大
地
震
へ
向
け
て
の
、
大
き
く
確

実
な
一
歩
は
、
あ
な
た
の
意
識
が

変
わ
る
こ
と
。
一
人
一
人
の
備
え

と
意
識
の
変
化
が
た
く
さ
ん
の
人

を
救
い
ま
す
。
■

―
「
そ
の
時
」
は
必
ず
来
る
―

水
大人１日３Ｌを
目安に用意。

調味料各一式
同じ食べ物でも味付けが変わ
ると飽きずに食べられる。

食品包装用ラップ
食器に敷いたり、包帯代わり

に使ったり…。

モバイルバッテリー
便利なスマートフォンだが、
バッテリー不足は死活問題。

ふえ
キーケースにＬＥＤライトと
一緒につけておくと便利。

歯ブラシ・ガム
歯磨きできない時は
ガムですっきり。

使い捨て手袋
調理を行う時、掃除をする時
など、衛生状態を配慮。

ウェットティッシュ
除菌ができるもの。ノンアルコー
ルのものもあればなおよし。

非常食
加熱せず食べられるもの。
レトルト、缶詰、お菓子など。

リップクリーム
乾燥した場所に塗ったり、
傷口に塗ったりできる。

あ
っ
た
ら
便
利
！
持
ち
物
リ
ス
ト

　「
あ
れ
ば
助
か
る
。
な
い
と
困
る
」を
集
め
ま
し
た
。
非
常
用
持
ち
出
し
袋
や
、

家
庭
で
の
備
蓄
を
準
備
す
る
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

あなたも防災に係わる担い手に

地域防災リーダー育成講座

「紀の国防災
　人づくり塾」

　地域や企業の中で、防災の中心的な担い手となる「地域防災リーダー」を育成する
講座を開講します。修了者には「防災士資格取得試験」の受験資格を付与。最終日に
は希望者に防災士資格取得試験を実施します。

●開催日時／ 10 月 30 日（日）・11 月 13 日（日）・12 月 11 日（日）・１月 29 日（日）
　　　　　　いずれも９時～ 17 時　※計３日間＋防災士試験１日
●開催場所／きびドーム　※岩出市・田辺市会場もあり
●対　　象／県内在住・在勤・在学の 16 歳以上で全講座出席可能な方
●募集期間／９月１日（木）～９月２３日（金）　※先着順
●申し込み・問い合わせ／和歌山県防災企画課　☎０７３-４４１- ２２７１
　　　　　　　　　　　　有田川町総務課
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あなたはとっさの時、自分と家族の情報をどこまで答えられますか？
これはあなたの「身を守るカード」。財布などに入れておくことから始めましょう。

防災ありだがわ　身を守るカード
（ふりがな）

氏名

生年月日 　　　　　年　　　　月　　　　日　

性別 血液型

住所 有田川町

電話番号

職場・学校

持病
アレルギー

常備薬

家族の名前
緊急連絡先

避難所

防災ありだがわ　身を守るカード
（ふりがな）

氏名

生年月日 　　　　　年　　　　月　　　　日　

性別 血液型

住所 有田川町

電話番号

職場・学校

持病
アレルギー

常備薬

家族の名前
緊急連絡先

避難所

防災ありだがわ　身を守るカード
（ふりがな）

氏名

生年月日 　　　　　年　　　　月　　　　日　

性別 血液型

住所 有田川町

電話番号

職場・学校

持病
アレルギー

常備薬

家族の名前
緊急連絡先

避難所

防災ありだがわ　身を守るカード
（ふりがな）

氏名

生年月日 　　　　　年　　　　月　　　　日　

性別 血液型

住所 有田川町

電話番号

職場・学校

持病
アレルギー

常備薬

家族の名前
緊急連絡先

避難所
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ま ち の わ だ い

夏の風物詩の一つ、お化け屋敷。8 月 7 日
（日）～ 20 日（土）の期間中、休校になってい
る五

さ

西
し

月
き

小学校を利用して「学校のおばけ屋敷 
in 有田川　猫騒動編」を開催しました。

このお化け屋敷は広報ありだがわ 8 月号で
も取り上げた「絵本によるまちづくり」事業の
一つ。絵本作家さん 2 人（山本孝さん、町田
尚子さん）に監修いただきました。「おばけが
出ると噂される学校で、昔飼われていた猫た
ち。化け猫になる前に救い出せ！」という設定
で行われた今回。皆さまお楽しみいただけまし
たか？

平成 28 年度中学生海外研修壮行会が 8 月 4
日（木）行われました。

毎年夏休みの期間中、町内の中学生を対象に
オーストラリアでの海外研修を行っています。

今年は 8 月 6 日（土）から 22 日（月）までの
17 日間。現地の様子は町ホームページでお伝
えしていますので、ご覧ください！

有田川町から田殿小学校 6 年生の三枝明加音さん・宮井愛梨
さん、藤並小学校 6 年生の新林輪子さんが県選抜メンバーに選
出され、8 月 6 日（土）開幕の NPB ガールズトーナメント全国
大会に出場！これを受け、8 月 1 日（月）に激励が行われました。

生徒に飼われていた
猫たちはいったい…

オーストラリアへ！

NPB ガールズトーナメント
全国大会出場

平成 28 年度
中学生海外研修壮行会
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ま ち の わ だ い

第 26 回和歌山県消防ポンプ操法大会が、7 月 31
日（日）和歌山市のせせらぎ公園で開催されました。
競技はポンプ車と小型ポンプの部の 2 種目で行われ、
消火活動で使用するポンプ操作やホース延長などの速
さと正確さを競いました。

有田川町からは金屋支団第 1 分団が小型ポンプの
部に出場しました。大会に向けて訓練を重ね、本番当
日は成果を披露しました。

今後も消防活動にご尽力くださいますよう、よろし
くお願いします。

この農道は大字中野地区と大字伏羊地区を結ぶ集落
間農道で、平成 7 年度に着工し、総事業費 16 億 9,500
万円、延長 1,850m で 8 月 8 日（月）に開通しました。

本農道は柑橘類などの農業振興はもとより、国道
424 号線および県道境川金屋線の迂回路としても大
きな役割を果たすと期待されています。

ご協力いただきました関係者の皆さまに厚くお礼申
し上げます。

祝 100 歳
おめでとうございます

林 みね子さん（宇井苔）

消防ポンプ操法大会
鳥屋城農道開通
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1．職種および募集予定人数
職種／非常勤保育士
募集予定人数／ 10 人程度
職務内容／保育所や子育て支援センターにおける保育業務

2．応募資格
昭和 27 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士の資
格を有する人もしくは取得見込みの人。
ただし、次のいずれかに該当する人は受験できません

（地方公務員法第 16 条に該当する人）。
ア　成年被後見人および被保佐人
イ　禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで

またはその執行を受けることがなくなるまでの人
ウ　有田川町職員として懲戒免職の処分を受け、当該

処分の日から 2 年を経過しない人
エ　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法ま

たはその下に成立した政府を暴力で破壊すること
を主張する政党その他の団体を結成し、またはこ
れに加入した人

3．選考方法
書類選考／応募者多数の場合、受験申込時にご提出い

ただくエントリーシートをもとに、事前審査を行
う場合があります。

面接試験／日時・場所などについては後日担当者から
ご連絡いたします。

4．受験手続きおよび受付期間
（1）申込用紙の交付
吉備庁舎企画財政課・金屋庁舎こども教育課・各町内
公立保育所でお渡しします（土・日・祝日を除く）。申
込用紙を郵送で請求する場合は、封筒の表に「採用試
験申込用紙請求」と朱書きし、82 円切手を貼った宛先
明記の返信用封筒を必ず同封して、金屋庁舎こども教
育課まで請求してください。また、有田川町ホームペー
ジから申込用紙をダウンロードすることもできます。

（2）提出書類
・有田川町非常勤職員採用試験申込書（顔写真を貼付

すること）
・有田川町非常勤職員採用エントリーシート
・保育士資格取得（見込み）を証明する書類の写し

（3）申し込み方法
上記書類に必要事項を記入し、吉備庁舎企画財政課ま
たは金屋庁舎こども教育課まで、持参または郵送して
ください。なお、郵送する場合は、必ず簡易書留郵便
とし、封筒の表に「採用試験申込」と朱書きしてくだ
さい。これら以外による不着の問題につきましては一
切対応いたしかねます。

（4）受付期間
9 月 20 日（火）～ 9 月 30 日（金）【当日必着】
※持参の場合は土・日・祝を除く、8 時 30 分～ 17 時 15 分

5．勤務条件
（1）給与・勤務時間
給与／ 15 万 7,300 円
勤務時間／週 37.5 時間以内
※通常 1 日につき 7 時間 30 分、1 週間につき 5 日の

勤務です。勤務場所によっては変則勤務や土日勤
務があります。上記給料のほか、通勤手当および
超過勤務手当が支給されます。

※非常勤保育士の方で、正職員の育児休業などにより
クラス担任を担当していただく場合の給料月額は
16 万 3,200 円です。いずれの給与月額も平成 28 年
4 月現在のものです。変更される場合があります。

※勤務成績により、昇給する場合があります。
（2）任用期間
原則平成29年 4月1日から平成30年3月31日までです。
任用期間を更新する場合は、各年度ごとに勤務実績や
健康状態などを考慮の上、決定します。ただし、65
歳に達している場合は、任用期間をその年度の末日ま
でとし、再度の更新は行いません。

（3）有給休暇
年次休暇（任用期間に応じ、10 日以内）、忌引休暇など

（4）福利厚生
健康保険、厚生年金保険および雇用保険の適用があり
ます。

6．その他
●受理した提出書類は返却いたしません。
●その他詳しくは金屋庁舎 2 階こども教育課までお問

い合わせください。

平成 29 年 4 月採用

有田川町非常勤職員採用試験のご案内
問い合わせ／金屋庁舎こども教育課
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ

いきいきサポーター
について

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で高齢者のさまざまな相
談に応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

「いきいきサポーター」２期生の養成講座を開催！
「いきいきサポーター」とは、介護予防に関心があり、自ら積極的に介護予防に取り組む意思のある方の
ことです。講座終了後は、介護予防サポーター（地域に介護予防を広げる応援者）として活動します。
今回のいきいきサポーター 2期生の養成講座（吉備・金屋講座）では、7月 12日（火）～ 25日（月）に
かけて全 4回開催、54人の方が修了されました！

講座の様子をお伝えします！

養成講座の最終日には、やさしい気持ちで、認知
症の人や、家族の気持ちを理解するよう努め、温か
く見守ることの大切さを学んだよ！
今後の活動について、グループで話し合い。「サロ
ンや筋トレなどの居場所づくりによって、おしゃべ
りしたり情報交換をしたりするといいね！」などの
意見が出ました。

「元気で長生きするコツ」
を森田先生に教えてもらっ
たよ！「何もせずに暮らす」
という状態が続くと、人は
幸せを感じなくなるみたい
…。だから、普段の生活の
中で、自分にできる範囲の
何らかの役割を持つことが、
元気で長生きするコツなん
だって！

管理栄養士さん、歯科衛生
士さんに来てもらって「栄養
について、お口の体操」に教
えてもらいました！簡単で栄
養のある献立を教えてもらっ
て、ストロー飛ばしなどでお
口の体操をしたよ。

「運動と健康」という演
題で、理学療法士の先生に
ご講演いただきました！運
動は高血圧や糖尿病のリス
クを減らせるんだって！目
安では 1 回 20 分以上、1
日 4,000歩。運動と健康は
つながっているんだね。

高齢になってもできること
は、まだまだたくさんあります。

元気な人は、より元気に！
支援がいる方も、何かできる
ことがあるはず…。

清水講座については 10月実施
予定です。
吉備・金屋で講座を受けられな
かった方や、もう一度受講したい
方もぜひお越しください！
2回以上受講された方には、修
了書と、活動時にご着用いただく
オリジナルポロシャツをお渡しし
ます。

1期生から 2期生にポロ
シャツを手渡したよ！

広報ありだがわ 7月号の介護に関する制度のご紹介のページに関してお詫び／「介護保険負担限度額」の表に記載されて
いる「居住費（滞在費）の限度額」「食費の限度額」については 1日あたりの自己負担限度額（上限）です。11



健康みちしるべ

今
日
か
ら
始
め
る
こ
こ
ろ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

暑
さ
も
和
ら
い
で
き
ま
し
た
が
、
夏
場

の
疲
れ
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

さ
て
、
今
月
は
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に
つ

い
て
、一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
関
係
の
中
で
生
き
る
私
た
ち
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
と
と
も
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
こ
こ
ろ
に
程
よ
い
刺
激
を

与
え
、
活
動
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

過
剰
に
積
み
重
ね
る
と
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾

患
の
原
因
に
な
り
、
最
悪
の
事
態
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い
、
こ
こ
ろ
の

健
康
を
守
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
は
大
丈
夫
？

こ
ん
な
症
状
が
出
て
い
た
ら
要
注
意
！

□
い
つ
も
憂ゆ
う

鬱う
つ

で
、
好
き
な
こ
と
で
も
や

る
気
が
出
な
い
。

□
眠
れ
な
い
。

□
食
欲
が
な
い
。

□
だ
る
い
。
疲
れ
や
す
い
。

□
自
分
を
責
め
が
ち
。

□
死
に
た
い
と
思
う
。

重
症
化
す
る
と
、
仕
事
や
日
常
生
活
、
他

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
特
別
な
人
が
か
か
る
病
気

で
は
な
く
、
誰
で
も
か
か
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

多
く
は
気
分
の
落
ち
込
み
な
ど
の
心
理

的
な
症
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
ち
ょ
っ
と

休
め
ば
、
き
っ
と
治
る
」「
相
談
す
る
の
は

恥
ず
か
し
い
」
な
ど
、
受
診
を
た
め
ら
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
放
置
し

て
お
く
と
状
態
は
深
刻
化
す
る
ば
か
り
。

早
い
段
階
で
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
周
り
の
人

に
相
談
す
る
こ
と
も
必
要
。
こ
こ
ろ
の
病

に
か
か
っ
て
い
て
も
、
本
人
が
気
付
か
な

い
場
合
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

周
囲
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
場
合
や
、

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

役
場
や
保
健
所
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

周
り
が
で
き
る
こ
と

1
．
サ
イ
ン
に
気
付
く
。
例
え
ば
、
元
気
が
な

く
な
っ
た
・
食
事
量
が
減
っ
た
・
た
め
息
が

目
立
つ
・
口
数
が
減
っ
た
な
ど
、
い
つ
も
と

違
う
様
子
な
ら
ば
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

2
．声
を
か
け
る
。た
だ
し「
頑
張
ろ
う
よ
！
」

「
つ
ら
い
の
は
み
ん
な
一
緒
」
な
ど
の
言

葉
は
N
G
。「
ど
う
し
た
の
？
」「
よ
く

眠
れ
て
い
る
？
」
と
い
っ
た
言
葉
で
話
し

か
け
て
く
だ
さ
い
。

3
．
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
。
話
を
聞
い
た
ら
、

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

4
．
サ
ポ
ー
ト
を
し
つ
つ
、
適
切
な
相
談
機

関
に
つ
な
ぐ
。

以
上
、1
～
4
の
役
割
を
担
う
方
々
を
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
と
言
い
ま
す
。
有
田
川
町
に
は
、

現
在
97
人
の
方
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより

子育て支援センターはみなさんの子育てを応援します。
ほっとルームでは、親子で自由に室内遊びをしながらいろん

な情報交換やおしゃべり、あそびのひろばでは、絵本の読み聞
かせや楽しいシアターもあります！気軽に遊びに来てね！

子育てワンポイントアドバイス
目を合わせて「おはよう」、食事をして「おいしいね」。

毎日の丁寧な暮らしが子どもの心を育てます。

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約）

◇ 9:30～ 11:30
◇13:30～ 16:30

ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
〜木曜日

◇ 9:00～ 11:00
◇13:30～ 16:30

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0〜1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半〜就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…鳥屋城公民館
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
☎090－7966－1697　　52－5474［FAX兼用］

こころの健康についての講座

ゲートキーパー
養成講座のお知らせ

日時／ 9 月 16 日（金）13 時 30 分～15 時 30 分
場所／鳥屋城公民館
定員／ 50 人
申込締切日／ 8 月 31 日（水）
申し込み先／金屋庁舎健康推進課
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集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 29日（木）
8:00 ～ 9:00	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 6日（火）	 清水保健センター
9 月 7日（水）	 金屋文化保健センター
10 月 4日（火）	 清水保健センター
10 月 5日（水）	 きび保健福祉センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 1日（木）	19:30 ～ 20:30 ／粟生小学校体育館
	 バランスヨガ
9月 8日（木）	20:00～21:00／きび保健福祉センター
	 リラックスヨガ
9月 9日（金）	14:00～15:00／きび保健福祉センター
	 体調改善デトックスエクササイズ
9月 15日（木）	14:00 ～ 15:00 ／清水会館
	 バランスヨガ
10月 6日（木）	19:30 ～ 20:30 ／粟生小学校体育館
	 ウエスト引き締めエクササイズ
■持参品／上履き、飲み物、タオル
■参加費／無料

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

9 月 1日（木）金屋文化保健センター
9 月 5日（月）清水保健センター
9 月 8日（木）金屋文化保健センター
9 月 15日（木）金屋文化保健センター
10 月 3日（月）清水保健センター
10 月 6日（木）きび保健福祉センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診	 ［平成 28年 5月生まれ］

9 月 27日（火）	 13:00 ～
10 カ月児健診	 ［平成 27年 10月生まれ］
9 月 6日（火）	 13:00 ～
1 歳 6カ月児健診	［平成 27年 1月生まれ］
9 月 21日（水）	 12:45 ～
2 歳児健診	 ［平成 26年 6月生まれ］

9 月 28日（水）	 12:45 ～
3 歳 6カ月児健診	［平成 25年 2月生まれ］
9 月 14日（水）	 12:45 ～
■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

9 月 5 日（月）・10月 3 日（月）
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

9 月 20日（火）	「お店屋さんごっこ」
■場所／清水保健センター

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成28年7月）

加入者数 8,776 人

支払額 3 億 8,369 万円

1 人当たりの医療費 4 万 3,720 円

27 年度 1 人当たりの医療費（月） 3 万 9,767 円

27 年度 1 人当たりの医療費（年） 47 万 7,209 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:30～11:00

実施時間
9:00～11:00

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増加

につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を止

めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00 ～
11:00

あなたの健康作りを応援します！
「最近、血圧が高くて気になる…」
「健診の結果が分かりにくい」「体
重を減らしたい！」など、健康に
関することなら何でもお気軽にご
相談ください！
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9
月
9
日
は
何
の
日
？

毎
年
9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」、 
ま

た
救
急
の
日
を
含
む
1
週
間
を
「
救
急
医

療
週
間
（
本
年
は
9
月
4
日（
日
）
～
9

月
10
日（
土
））」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
9（
き
ゅ
う
）
9（
き
ゅ
う
）」

の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
、「
救
急
の
日
」
と

さ
れ
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
、
救
急
医
療
や
救
急
業
務
に

対
す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
57
年

（
1
9
8
2
年
）
に
厚
生
労
働
省
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

皆
さ
ま
も
、
こ
の
機
会
に
身
の
回
り
で

の
緊
急
時
の
対
応
や
、
応
急
処
置
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

突
然
の
心
肺
停
止
や
ケ
ガ
な
ど
は
、
い

つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
命

を
救
う
た
め
に
は
、
近
く
に
居
合
せ
た
人

た
ち
の
処
置
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
緊
急
時
の
処
置
を
学

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
や

A
E
D
の
使
用
方
法
、
ま
た
骨
折
な
ど

の
処
置
に
つ
い
て
学
ぶ
講
習
を
随
時
実
施

し
て
い
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の

消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

風
水
害
に
備
え
て

風
水
害
と
は
、
強
風
・
大
雨
・
高

潮
・
波
浪
に
よ
り
起
こ
る
災
害
の
総
称

で
す
。
台
風
や
発
達
し
た
温
帯
低
気
圧

に
伴
う
暴
風
雨
で
、
被
害
が
広
範
囲
に

発
生
す
る
場
合
を
指
し
ま
す
。

風
水
害
は
、
地
震
と
は
違
い
、
事
前

に
予
報
が
あ
り
、
対
策
を
立
て
る
余
裕

が
あ
る
の
で
、
被
害
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

台
風
や
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
に
備

え
、
家
や
周
囲
の
点
検
を
し
、
必
要
な

個
所
の
修
理
・
補
強
を
行
い
、
雨
や
風

に
対
す
る
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
大
雨
、
台
風
が
近

付
い
た
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情

報
を
集
め
、早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
は
、
一
般
的
に
台
風
の
進
路
に

対
し
て
、
右
側
は
風
が
強
く
、
左
側
は

雨
が
強
い
の
で
、
進
路
に
合
わ
せ
た
対

策
が
必
要
で
す
。

強
風
対
策

●
常
日
頃
か
ら
、
家
の
周
り
の
整
理
点

検
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
瓦
の
ず
れ
や
割
れ
、
ト
タ
ン
の
め
く

れ
は
修
繕
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
に
置
い
て
い
る
植
木

鉢
や
、
物
干
し
竿
な
ど
、
飛
ば
さ
れ

や
す
い
物
は
室
内
に
入
れ
る
か
、
固

定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
雨
対
策

●
雨
ど
い
や
側
溝
は
清
掃
し
、
水
が
流

れ
や
す
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
だ
け

で
な
く
、
家
の
外
の
状
況
も
把
握
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
非
常
用
持
出
袋
を
身
近
な
と
こ
ろ
に

お
い
て
、
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
10
件

救　
　

急
…
…
…
…
7
8
8
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
11
件

（
平
成
28
年
7
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

　　　　　　本当に必要？　救急車はいのちをつなぐ乗り物です。適正利用にご協力を！

付けましたか？
住宅用火災報知器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

台風の進路予報表示例
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

最
近
町
内
で
野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
焼
き

が
原
因
と
な
る
火
災
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
16
条
の
2
」
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
常
の
少
し
ば
か
り
の
ゴ
ミ
で
あ
っ

て
も
焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地

面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ド
ラ
ム
缶
焼

却
、
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
焼
却
な
ど
い
ず
れ
の

焼
却
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
や
塩
ビ
系
製
品
な
ど
を
燃
や

す
こ
と
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。
煙
や

ス
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
悪
臭
や
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
、
人
や
動
物
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

ま
た
、
剪せ

ん

定て
い

枝
や
稲
わ
ら
な
ど
農
林

業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼
却
で

あ
っ
て
も
、
近
隣
か
ら
苦
情
が
あ
る
場
合

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

悪
質
な
野
焼
き
行
為
は
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
、
5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

1
，0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
併

科
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

飼
い
犬
は
大
事
な
家
族
…

迷
子
の
犬
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

ど
れ
だ
け
気
を
付
け
て
い
て
も
、
飼
い

犬
が
迷
子
に
な
る
可
能
性
を
0
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
散
歩
中
に
リ
ー

ド
を
放
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
犬
は
カ
ミ
ナ
リ
な
ど
の
大
き
な
音
に

驚
い
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

迷
子
に
な
っ
た
飼
い
犬
は
、
運
良
く
誰
か

に
保
護
さ
れ
た
と
し
て
も
、
飼
い
主
が
分
か

ら
な
い
と
最
悪
の
場
合
は
殺
処
分
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
飼
い
犬
は
大
切
な
家
族
の
一
員

で
す
。
万
一
の
場
合
に
備
え
て
必
ず
身
元
表

示
（
所
有
明
示
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

身
元
表
示
（
所
有
明
示
）
の
方
法

●
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

鑑
札
は
最
初
の
登

録
時
に
1
枚
、
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
は

毎
年
の
予
防
注
射
時

に
発
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
票
は
必
ず
犬
に
付
け
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
票
が
付
い
て
い
れ

ば
役
場
を
通
じ
て
迷
子
の
連
絡
が
き
ま
す
。

ま
た
、
注
射
済
票
を
付
け
て
い
な
い
犬

が
保
護
さ
れ
た
場
合
、
予
防
注
射
を
打
っ

て
い
な
い
と
見
な
さ
れ
、
保
健
所
で
す
ぐ

に
注
射
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
費
用

は
飼
い
主
に
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

万
一
首
輪
が
は
ず
れ
た
場
合
に
備
え
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
埋
め
込
み
を
お
勧
め

し
ま
す
。
首
の
皮
下
に
小
さ
な
カ
プ
セ
ル

を
埋
め
込
み
ま
す
。
そ
こ
に
は
15
桁
の
数

字
が
記
録
さ
れ
お
り
、
全
国
の
動
物
保
護

セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
、
動
物
病
院
な
ど
に

配
備
さ
れ
て
い
る
専
用
の
読
み
取
り
機
で

数
字
の
読
み
取
り
が
で
き
ま
す
。
飼
い
主

情
報
を
日
本
獣
医
師
会
事
務
局
へ
登
録
し

て
お
け
ば
万
一
の
時
も
安
心
で
す
。

●
迷
子
札

首
輪
に
飼
い
主
の
連
絡
先
を
書
い
た
札
を

付
け
ま
す
。
も
っ
と
も
簡
単
な
方
法
で
あ
り
、

保
護
し
た
人
が
す
ぐ
に
飼
い
主
に
連
絡
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し

個
人
情
報
が
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

有
田
川
町
で
収
集
し
た
ゴ
ミ
は
、
燃
や

す
ゴ
ミ
（
燃
え
る
ゴ
ミ
）
と
埋
め
立
て
る

ゴ
ミ
（
燃
え
な
い
ゴ
ミ
）
以
外
の
ゴ
ミ
は
、

全
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
は
、
限
り
あ

る
資
源
の
有
効
活
用
と
い
う
面
だ
け
で
は

な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
な

ど
）
の
削
減
と
い
う
大
き
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
燃
や
し
た
り
、
埋
め
立
て
た
り
す

る
ゴ
ミ
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
資
源
を
循

環
さ
せ
る
社
会
を
目
指
す
た
め
に
、
ゴ
ミ

の
徹
底
し
た
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
分
別
の
方
法
や
収
集
日
な
ど
に

つ
い
て
は
「
家
庭
ゴ
ミ
総
合
案
内
（
平
成

26
年
４
月
）」
の
冊
子
や
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
「
暮
ら
し
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

社会と共に生きる ～石垣中学校～

第 3学年

第 1学年

第 3学年

第 2学年

　県警本部少年サポートセンターにご協力い
ただき、非行防止教室「キッズサポートスクー
ル」を行いました。暴力やいじめ、軽率な行
動について、パネルなどを使って善悪を確認
し、社会の一員として正しく考えて行動でき
る姿をめざして学習しました。

　有田川町長寿支援課・社会福祉協議会にご協力いただき、認知症サポート講座や車椅子体験な
どの福祉学習を行いました。認知症について正しい理解を深め、自分たちができる範囲で認知症
の人や家族を温かく見守ることの大切さを学習しました。また、車椅子体験では、乗っている人
の安全を考え、ゆっくり押すことなどに気をつけて活動しました。困っている人やサポートが必
要な人の立場に立って考える良い機会となり、社会の一員として支え合いながら共に生きること
の大切さを学習しました。

　吉備金屋消防署にご協力いただき救命講習
を行いました。社会の一員として、もしもの
時に命を救う行動が取れるよう真剣に胸骨圧
迫や人工呼吸、AED の使い方などを学習しま
した。全員が「普通救命講習修了証」をいた
だくことができました。
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新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。

JR 藤並駅2階
　ちいさな駅美術館　～Ponte　del　Sogno ～

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

一 般 書
　小　説　

『報われない人間は永遠に報われない』

	 李龍徳 // 著

『ラジオラジオラジオ！』	 加藤千恵 // 著

『まっぷたつの先生』	 木村紅美 // 著

『記憶の渚にて』	 白石一文 // 著

『スティグマータ』	 近藤史恵 // 著

『真贋』	 今野敏 // 著

『悪母』	 春口裕子 // 著

『フェルメールの憂鬱』	 望月諒子 // 著

　くらし　

『学べるマンガ 100 冊』	 佐渡島庸平 // 著

『0 ～ 5 歳子どもの味覚の育て方』	 とけいじ千絵 // 著

『カルパッチョ！』	 山内千夏 // 著

『はじめてのテラリウム』	 勝地末子 // 著

『これならできる！自家採種のコツ』

	 自然農法国際研究開発センター // 編

『きちんと知っておきたいおつきあいの
マナー新辞典』	 朝日新聞出版 // 編著

　健　康　

『先生と保護者のための子どもの胃腸病
気百科』	 工藤孝広 // 著

『笑って付き合う認知症』	 榎本睦朗 // 著

『不調のときに助けてくれる野菜ごはん』

	 牧野直子 // 著

『拒食症と過食症の治し方』	 知池信夫 // 著

『専門医が教えるおなかの弱い人の胃腸
トラブル』	 江田証 // 著

児 童 書
『三年一組、春野先生！』	 くすのきしげのり // 作

『海のなかのぞいた』	 よしのゆうすけ // 作

『月は、ぼくの友だち』	 ナタリー・バビット //作

「夏平くん」あおきひろえ原画展
9/1（木）～ 9/30（金）

9月の移動図書館 9月のイベント
9/ 1（木）	八幡小学校	 13:00～13:45
	 こころの医療センター	15:20～15:40
9/ 2（金）	城山西小学校	 13:00～13:25
	 西ケ峯小学校	 15:25～16:45
9/14（水）	安諦小学校	 13:00～13:30
	 久野原小学校	 14:15～14:30
9/15（木）	こころの医療センター	14:00～14:20
9/16（金）	城山西小学校	 13:00～13:25
	 西ケ峯小学校	 15:25～16:45

おはなしマラソン
9/10（土）　金屋図書館　10：30～（約30分）

ブックラザ
（親子創作造形遊び）：2歳～未就学児対象
9/29（木）　金屋図書館　10:00～ 11:00
プログラム／まる・さんかく・しかくでお絵かき

おひざでだっこのおはなし会
（わらべうた教室）：4カ月～2歳児対象
9/13（火）　金屋図書館　10:00～ 11:00
プログラム／からだ全体でうけとめる

DVD上映会
9/25（日）　金屋図書館　10：00～
上映タイトル／ぼくチロ　～かくれんぼ～

※9/15（木）は臨時休館
※最終日は15時で終了

あおきひろえさん絵本ライブショー
9月11日（日）13時～14時
募集人数／30人（先着順）
申込受付期間／8月27日（土）～定員になり次第受付終了
申込受付場所／ちいさな駅美術館（電話申し込み可）
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有
田
川
町
在
住
の
和
泉
保
廣
さ
ん
が
、

ギ
リ
シ
ャ
の
シ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪

れ
た
体
験
談
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

和
泉
さ
ん
は
、
難
民
を
支
援
す
る
機
関

で
あ
る
U
N
H
C
R
（
国
連
難
民
高
等
弁

務
官
事
務
所
）
の
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
、
シ

リ
ア
難
民
の
キ
ャ
ン
プ
地
へ
行
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

ギ
リ
シ
ャ
の
ピ
レ
ウ
ス
港
に
行
き
、
約

2
，0
0
0
人
の
難
民
が
い
る
キ
ャ
ン
プ

を
訪
れ
、
実
際
に
難
民
と
触
れ
合
い
、
生

の
雰
囲
気
を
感
じ
た
感
想
を
聞
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
和
泉
さ
ん
が
撮
っ
て
こ
ら

れ
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ

き
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
様
子
や
、
状
況
が

手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
し
た
。

紛
争
に
よ
り
シ
リ
ア
で
は
毎
日
、
１
０
０

人
以
上
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に

シ
リ
ア
を
脱
出
し
、
近
隣
の
国
に
逃
げ
る
。

そ
の
結
果
、
教
育
の
機
会
を
奪
わ
れ
、
何

年
も
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

シ
リ
ア
の
紛
争
は
ま
だ
終
わ
り
が
見
え

ま
せ
ん
が
、
紛
争
が
落
ち
着
き
シ
リ
ア
が

再
建
に
向
か
っ
て
動
き
始
め
た
と
き
、
ほ

と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
教
育
を
受
け
て

い
な
い
た
め
に
、
再
建
の
中
心
と
な
る
若

い
人
材
が
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
残
念
で
す
。

遠
い
外
国
の
こ
と
と
思
っ
て
い
た
シ
リ

ア
難
民
の
話
を
、
実
際
に
行
き
生
の
様
子

を
自
分
の
肌
で
感
じ
て
き
た
和
泉
さ
ん
か

ら
聞
く
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
シ
リ
ア
難

民
の
問
題
に
つ
い
て
、
遠
く
離
れ
た
日
本

で
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
考
え
る
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川　

宮
尾　

純

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
相

談
業
務
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
に
関
わ
る
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
西　

恭
子　
　
（
井
谷
）

柏
木　

敦
子　
　
（ 

庄 

）　

※
新
任

栗
山　

昌
之　
　
（
尾
中
）

鈴
間　

眞
佐
子　
（
三
田
）

高
居　

涼
子　
　
（
明
王
寺
）

田
又　

和
彦　
　
（
吉
原
）　

※
新
任

橋
本　

彰　
　
　
（
水
尻
）　

※
再
任

畑
中　

泰
武　
　
（
小
川
）　

※
再
任

前　

覚　
　
　
　
（
二
川
）

山
口　

芳
子　
　
（
青
田
）

7
月
1
日
現
在　

50
音
順　

敬
称
略

こ
の
た
び
、
佐
々
木
信
彦
さ
ん
・
中
井

勇
さ
ん
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
権
特
設
相
談
所

9
月
15
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
～
16
時

9
月
5
日（
月
）
～
11
日（
日
）
は

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
で
す

高
齢
者
や
障
害
者
に
関
す
る
人
権
に
つ

い
て
何
で
も
相
談
で
き
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
法
務
局

の
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
日
頃
の
悩
み
を
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
‐
0
0
3
‐
1
1
0

●
受
付
日
時

9
月
5
日（
月
）～
9
日（
金
）8
時
30
分
～
19
時

9
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）10
時
～
17
時

●
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
地
方
法
務
局
、

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

人
権
だ
よ
り
　
129

委
員
研
修

「
シ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪
れ
て
」

講
師 

和
泉
保
廣
さ
ん

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

私
た
ち
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

お
知
ら
せ
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 28 年 7 月 31 日現在）

人口 27,176 人

男 12,795 人

女 14,381 人

10,478 世帯

交通事故発生件数
（7月中、物損含む）

有田川町 83 件
死者 0 人　負傷 7 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

一
日
行
政
相
談
所

●
9
月
21
日（
水
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

9
時
～
11
時
30
分

・
沼
区
民
セ
ン
タ
ー　

13
時
～
15
時
30
分

問
清
水
行
政
局
総
務
政
策
室

催 

し

◆
◆
◆

「
不
登
校
問
題
を
考
え
る
！
」

講
演
会
＆
座
談
会

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
「
不
登
校
」
に

つ
い
て
、皆
さ
ま
で
考
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
長
く
教
師
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

大
川
克
人
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
す
る

ほ
か
、
和
歌
山
大
学
で
不
登
校
支
援
に
取
り

組
む
「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
部
」
の
学
生
や
、
当

事
者
の
親
の
方
に
も
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
で
話
し
合
う
座
談
会
も

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
9
月
22
日（
木
・
祝
）
13
時
～

16
時
（
予
定
）

●
場
所
／
き
び
ド
ー
ム

●
講
師
／
和
歌
山
大
学
教
育
部
非
常
勤
講

師　

大
川
克
人
先
生

●
参
加
対
象
者
／
不
登
校
支
援
な
ど
に
興

味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

※
参
加
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要

問
金
屋
庁
舎
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

吉
備
地
区
敬
老
会

●
日
時
／
9
月
25
日（
日
）　

13
時
～

●
場
所
／
吉
備
中
学
校
体
育
館

●
内
容
／
冠
二
郎
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
・
三
木
ひ
ろ
し
さ
ん
に
よ
る

そ
っ
く
り
シ
ョ
ー
・
龍
翔
天
舞　

三
木

久
美
夫
一
座
に
よ
る
津
軽
三
味
線

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
の
方
に
は
事
前

に
ご
案
内
の
手
紙
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

福 

祉

◆
◆
◆

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金
」
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得

者
の
方
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
、
賃

金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
年

金
受
給
者
の
方
に
は
「
障
害
・
遺
族
年
金

受
給
者
向
け
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
に
は
、
8
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
し
て
い
た
だ
い

た
方
全
員
に
支
給
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

○
支
給
対
象
者
／
平
成
28
年
度
町
民
税（
均

等
割
）
が
非
課
税
の
方
。

※
平
成
28
年
度
の
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方
、
生
活
保

護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

○
支
給
額
／
対
象
者
1
人
に
つ
き
3
，

0
0
0
円

②
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

○
支
給
対
象
者
／
①
の
平
成
28
年
度
臨
時

福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、

平
成
28
年
5
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
。

※
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
受
給
さ
れ
た
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
額
／
対
象
者
1
人
に
つ
き
3
万
円

●
提
出
期
間
お
よ
び
申
請
場
所

○
期
間
／
9
月
5
日（
月
）～
12
月
5
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
9
月
10
日

（
土
）・
11
日
（
日
）、
10
月
8
日
（
土
）・
9

日
（
日
）、
11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

は
土
・
日
・
祝
日
で
す
が
、
吉
備
庁
舎
・
金

屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局
で
受
け
付
け
ま
す
。

○
場
所
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
金
屋
庁
舎

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
。
清
水
行
政
局
住
民

福
祉
室
・
各
出
張
所

※
必
ず
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
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お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

障
害
者
等
用
駐
車
区
画
利
用
証

の
交
付
申
請
が
役
場
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

和
歌
山
県
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
を
優

先
的
に
利
用
す
る
た
め
に
、
対
象
者
に
利

用
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
9
月
1
日
か

ら
そ
の
申
請
を
役
場
で
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

申
請
方
法
や
対
象
と
な
る
障
害
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
金
屋

庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政
局

住
民
福
祉
室
・
各
出
張
所

※
障
害
の
あ
る
方
な
ど
が
困
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
の
適

正
な
利
用
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

8
月
下
旬
か
ら
9
月
上
旬
に
か
け
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
送
付
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
、
1
カ
月
の
自
己
負
担
額
が

2
0
0
円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の

改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま

た
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
５
３
‐

０
０
０
６
（
通
話
無
料
）

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

税 
金

◆
◆
◆

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
、
税
務
証
明
を

申
請
さ
れ
る
際
の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、第
三
者
に
よ
る
な
り
す
ま
し（
虚

偽
の
請
求
）
を
未
然
に
防
止
し
、
個
人
情

報
の
保
護
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。
税

務
証
明
の
交
付
申
請
の
際
に
は
、
免
許
証

な
ど
の
提
示
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
に
な
る
主
な
税
務
証
明
の
種
類

・
町
県
民
税
課
税
証
明
書

・
納
税
証
明
書
（
車
検
用
納
税
証
明
書
は
除
く
）

・
完
納
証
明
書

・
固
定
資
産
評
価
証
明
書
／
公
課
証
明
書

・
資
産
証
明
書

・
名
寄
帳
の
写
し

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
土
地
家
屋
名
寄
帳
・
土
地

台
帳
・
家
屋
台
帳
・
償
却
資
産
台
帳
）
の
閲
覧

●
本
人
確
認
の
方
法

運
転
免
許
証
、

旅
券
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
、
官

公
署
が
発
行
し
た

有
効
期
限
内
の
顔

写
真
付
き
資
格
証

明
書
を
ご
提
示
く

だ
さ
い
。

※
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手

帳
、
年
金
証
書
、
各
種
医
療
受
給
者
証
、

社
員
証
、
学
生
証
な
ど
を
複
数
組
み
合

わ
せ
て
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

例
：
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
・
社

員
証
・
学
生
証
な
ど

委
任
状
を
お
持
ち
の
代
理
人
が
交
付
申

請
さ
れ
る
場
合
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
。

ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
税
務
課
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お知らせお知らせ

募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

有
田
募
集
案
内
所

〒
６
４
９
‐
０
３
１
６
有
田
市
宮
崎
町

１
０
６
‐
２

　

☎
８
２
‐
６
６
３
１

　

E

‐M
A
IL

：

recruit1
-w
akayam

a@
pco.m

od.
go.jp

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

参
加
者
募
集

「
和
歌
山
県
花
を
愛
す
る
県
民
の
集
い
」

で
は
、
次
の
と
お
り
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
29
日（
土
）　

13
時
～
15
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
1
階
ピ
ロ
テ
ィ

●
定
員
／
40
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
／
1
，5
0
0
円

●
対
象
／
県
内
在
住
も
し
く
は
通
勤
・
通

学
さ
れ
て
い
る
方

●
申
込
期
間
／
9
月
13
日（
火
）
9
時
30
分

～
21
日（
水
）
17
時

詳
細
は
和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

http://w
w

w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/

prefg/031300/npo/new
s/hanaai.htm

l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申
問
和
歌
山
県
庁
県
民
生
活
課

　

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
5
9
8

案 

内

◆
◆
◆

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を

実
施
し
ま
す

有
田
川
町
吉
備
都
市
計
画
道
路
（
1
・

4
・
2
号　

一
般
国
道
42
号
湯
浅
御
坊
道

路
）
の
変
更
（
県
決
定
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

都
市
計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
期
間
満
了
日
ま
で
、
こ
の
都

市
計
画
案
に
つ
い
て
和
歌
山
県
に
所
定
の
様

式
で
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
期
間
／
9
月
27
日（
火
）
～
10
月

11
日（
火
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
縦
覧
場
所
・
時
間

・
和
歌
山
県
県
土
整
備
部
都
市
住
宅
局
都

市
政
策
課
（
県
庁
南
別
館
10
階
）

　
　
　

9
時
～
17
時
45
分

　
（
☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
3
2
3
1
）

・
有
田
川
町
役
場
吉
備
庁
舎
建
設
課

　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
☎
5
2
‐
2
1
1
1
）

●
意
見
書
提
出
方
法
／
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス

●
意
見
書
提
出
先
／
和
歌
山
県
県
土
整
備

部
都
市
住
宅
局
都
市
政
策
課

問
和
歌
山
県
県
土
整
備
部
都
市
住
宅
局
都

市
政
策
課

〒
６
４
０
‐
８
５
８
５

和
歌
山
県
和
歌
山
市
小
松
原
通
1
‐
1

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
２
３
２

問…問い合わせ　■申…申し込み

自衛隊和歌山
地方協力本部
ホームページ

募集種目 受付締切日 応募資格（年齢・学歴）

自衛官候補生
（男子） 随時受け付け 18 歳以上 27 歳未満

防衛大学校学生
（一般・前期） 9 月 30 日（金） 高卒（見込み含む）

21歳未満

防衛医科大学校
医学科学生 9 月 30 日（金） 高卒（見込み含む）

21歳未満

防衛医科大学校
看護学科学生 9 月 30 日（金） 高卒（見込み含む）

21歳未満
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編集後記
今月の特集は大地震への防災。日頃からの備え
はできていますか？
先日の熊本地震では、わたしの友達も大勢被災
しました。幸い命に別状はなかったものの、中に
は家が倒壊し、引っ越しを余儀なくされた人も…。
何かあったときに自分を守れるのは自分だけ。
この特集でなにか一つでも備えてもらえればと思
います。

（寝室に背の高い家具は置かない　西岡紗希）

お知らせお知らせ
ス
ト
ッ
プ
！
特
殊
詐
欺
！

特
殊
詐
欺
と
は
「
振
り
込
め
詐
欺
」
を

は
じ
め
と
し
た
詐
欺
の
総
称
で
す
。

湯
浅
郵
便
局
で
は
、く
じ
付
き
は
が
き「
か

も
め
～
る
」
を
使
用
し
た
「
か
も
め
タ
ウ
ン
」

に
よ
っ
て
、
特
殊
詐
欺
防
止
の
周
知
を
町
内

の
高
齢
者
の
多
い
地
域
に
行
い
ま
し
た
。

な
お
今
回
の
周
知
に
伴
い
、
湯
浅
警
察

署
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
企

業
・
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ま
か
ら
総
数
4
，

2
0
0
枚
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
の
被
害
金
額
が
拡
大
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
詐
欺
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
湯
浅
郵
便
局  

☎
６
２
‐
２
０
５
０

粟
生
区
で
盆
踊
り
の

備
品
一
式
を
購
入
し
ま
し
た

こ
の
購
入
事
業
は
、（
一
財
）
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
助
成
金
で
実
施

し
た
も
の
で
す
。

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て
文
化

振
興
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
助

成
事
業
な
ど
各
種
の
事
業
を
実
施
応
戦
し

て
い
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
企
画
財
政
課

社
会
生
活
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
社
会
生
活
基
本
調
査
と
は

統
計
法
に
基
づ
き
、
5
年
ご
と
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
時
間
の
過
ご
し

方
と
、
過
去
一
年
間
の
活
動
状
況
に
関
す

る
調
査
で
す
。

●
調
査
の
対
象

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
は
無
作
為
に

選
ば
れ
ま
す
。

有
田
川
町
で
も
一
部
の
世
帯
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
10
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
調
査
員

が
対
象
世
帯
を
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
総
務
課献 

血

◆
◆
◆

9
月
の
献
血

●
9
月
11
日
（
日
）

・
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡
吉
備
店

10
時
～
12
時

13
時
～
16
時

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

問…問い合わせ　■申…申し込み

有田地区地域安全協議会・ 湯浅警察署

相談先は ＃９１１０ 又は （０７３７－６４－０１１０）

「ゆうパック等で現金を送れ」は、詐欺です。
ゆうパック・レターパック・宅配便で現金を
送るように言われた方は、

＃９１１０ （警察相談電話）
または 湯浅警察署

０７３７ － ６４ － ０１１０
まで連絡してください！
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月 火 水 木 金 土 日
1 2

□子どもを守る日
【社会教育課】

□人権啓発用語
　募集締切日
【社会教育課】

3 4
□日曜救急講習会
（地域交流センターALEC）
【吉備金屋消防署】

5 6
□キャンドルライト

イルミネーショ
ン　in あらぎ島 
vol.10
（あらぎ島）
【産業振興室】

7
□第 3 回定例会

開会日
【議会事務局】

8 9 10
□おはなしマラソン
（金屋図書館）
【金屋図書館】

11
□ママさん交流バ

レーボール大会
（吉備中学校体育館）
【社会教育課】

□親子稲作体験 
in あらぎ島
（あらぎ島）
【産業振興室】

12 13
□おひざでだっこ

のおはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

14
□ 3 歳 6 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□議会本会議
　（一般質問）
【議会事務局】

15
□議会本会議
　（一般質問）
【議会事務局】

16 17 18
□邦楽コンサート
（城山神社）
【地域交流センターALEC】

19 20
□ぴありんくる
（金屋文化保健センター）
【包括支援センター】

□議会本会議
【議会事務局】

21
□ 1歳 6 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□一日行政相談
（安諦地区基幹集落セン
ター・沼区民センター）
【総務課】

22
□講演会＆座談

会「不登校を
考える」
（きびドーム）
【家庭支援総合センター】

23
□水道・下水道料

金お支払期限
【水道課・下水道課】

24
□人権映画会
（清水文化センター）
【社会教育課】

25
□ DVD 上映会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

□オーストラリ
ア中高短期留
学生歓迎会
（地域交流センターALEC）
【社会教育課】

26 27
□ 4 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

28
□ 2 歳児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□いきいき脳の
健康教室
（鳥屋城公民館）
【包括支援センター】

29
□ブックラザ
（金屋図書館）
【金屋図書館】

□集団検診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

30 10/1
□歴史講演会
（鳥屋城公民館）
【社会教育課】

2

3 4 5 6 7 8 9

9月のありだがわ 鷲ヶ峰コスモスパークのコスモスと、生石高原のス
スキが9月中旬ごろから見頃を迎えます。この時期な
らではの景色を、ぜひご覧ください！
各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い

ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

□議会本会議
【議会事務局】

□第 2 期町県民税（普通徴収）納期限【税務課】
□第 2 期固定資産税納期限【税務課】
□第 3 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 3 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 3 期介護保険料 納期限【長寿支援課】

□あおきひろえさん
　絵本ライブショー
（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】
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脇
に
は
連れ
ん

子じ

窓ま
ど

と
呼
ば
れ
る
窓

が
存
在
す
る
な
ど
一
般
の
多
宝

塔
と
共
通
す
る
意
匠
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
建

物
の
内
部
も
一
般
の
多
宝
塔
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
精

巧
に
、
製
作
技
法
も
同
じ
手
法

に
よ
っ
て
い
る
な
ど
高
度
な
技

術
を
持
っ
た
大
工
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

今
回
の
修
理
で
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
や
安
楽
寺
の
文
化
財

を
解
説
す
る
歴
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
演
会
終
了
後
に

は
、
修
理
現
場
の
公
開
も
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

多
宝
塔
と
は
、
一
重
が
方
形
（
正
方
形
な
ど
）、
二
重
が
円
形

の
平
面
形
で
、
一
・
二
重
と
も
に
四
角
い
屋
根
を
か
け
る
二
重
の

塔
の
こ
と
で
す
。
ま
た
多
宝
小
塔
と
は
、
屋
内
に
安
置
さ
れ
て
い

る
多
宝
塔
を
指
し
ま
す
。
多
宝
小
塔
は
、
全
国
で
10
基
し
か
な
い

珍
し
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
国
の
重
要
文
化
財
建
造
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
安
楽
寺
の
も
の
が
全
国
で
唯
一
で
あ
り
、

大
変
貴
重
で
す
。

安
楽
寺
多
宝
小
塔
は
、
建
て
ら
れ
て
か
ら
約
6
0
0
年
の
歳

月
が
た
ち
、
部
材
の
欠
損
や
破
損
、
ず
れ
や
ゆ
が
み
が
生
じ
、
大

き
な
地
震
な
ど
が
起
こ
れ
ば
倒
壊
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、

昨
年
の
11
月
か
ら
保
存
修
理
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

安
楽
寺
多
宝
小
塔
は
、
こ
れ
ま
で
詳
し
い
こ
と
が
判
明
し
て
お

ら
ず
、
今
回
の
修
理
に
よ
っ
て
建
物
の
年
代
や
由
来
を
示
す
墨ぼ

く

書し
ょ

な
ど
の
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
多
宝
小
塔
を
詳
し
く
調
査
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
修

理
や
改
変
の
様
子
、
建
築
さ
れ
た
当
初
の
姿
な
ど
そ
の
歴
史
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
の
一
重
は
、
正
面
の
み

に
扉
が
あ
り
ま
す
が
、
当
初
は
四
面
全
て
に
扉
が
あ
り
、
扉
の
両

重
要
文
化
財 
安
楽
寺
多た

宝ほ
う

小し
ょ
う

塔と
う

の
歴
史 そ

の
50

歴
史
講
演
会
「
安
楽
寺
の
文
化
遺
産
と
多
宝
小
塔
」

　

講
演
日
時
／
10
月
1
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時

　

会
場
／
鳥
屋
城
公
民
館

建物内部の様子保存修理前の安楽寺多宝小塔
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